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公平正義で信頼できる司法制度を
市民の力で確立する
民間司法改革基金会（略称：司改会）は、台湾で唯一の司
法制度を専門とするNGOです。1995年設立、1997年に財
団法人として認可され、正式に運営を始めました。戦後の
台湾は、長期にわたる権威主義体制下、その中で多くの冤
罪が生まれ、刑法、訴訟法などには権威主義時代の痕跡
が刻まれました。司改会は、台湾社会が民主化・自由化に
向かう中、市民の力を結集して司法に残された数々の問題
を解決し、公平正義で信頼しうる司法制度を確立すること
を目的に設立されました。司改会が取り組む主な課題は四
つあります。(1)改革法案の推進、(2)司法の監視と評価、
(3)冤罪被害者の救済、(4)法教育です。なかでも、冤罪被
害者の救済は司改会の代名詞と言えるほど、中心となる重
要な業務です。かつて冤罪によって起訴され、その後無罪
判決を受けた徐自強さんと蘇建和さんも司改会で活躍して
います。

学 び の ポ イ ン ト

台湾は2023年から正式に裁判員制度を導
入します。これは台湾で近年最も重要な司
法改革です。一方、日本ではすでに2009年
から裁判員制度が行われ、司法制度に様々
な影響を与えています。制度上は台湾と日
本には大きな差がありますが、本質的にはと
もに公平な裁判を求めるための制度です。
日台の対話を通じて両者の違いを知り、双
方の長所と短所を比べることでより良い裁判
員制度のあり方を考えることができるでしょ
う。

日台の裁判員制度の交流

2.
世界各国で冤罪の例が絶えません。日本にも台湾にも、冤罪で起訴されて長年にわたり投獄さ
れた人、あるいは死刑執行された無実の人がいます。なぜ冤罪が生みされるのでしょうか。そし
て冤罪がなくなる日は来るのでしょうか。司改会では冤罪被害者の体験を聞き、冤罪について考
えることができます。
上述の徐自強さんは、1995年に発生した誘拐殺人事件の共犯者として逮捕・起訴され、翌96

年に士林地方裁判所の第一審で死刑判決を受けました。その後、1997年から99年にかけて台
北高等裁判所で行われた五度の審判は、いずれも第一審の死刑判決を支持、2000年4月には、
最高裁判所で死刑が確定しました。ここで司改会は、徐さんの救援活動に乗り出します。同年5

月に共に死刑判決を受けた被告の一人が「徐さんは事件に無関係」と供述を翻したことで監察院
が事件の再調査に乗り出し、2003年には徐さんと弁護団が大法官会議に違憲審査を求めて再
び高裁で審理が行われることとなりました。そして、2009年から15年にかけて裁判を闘い抜き、
16年に無罪を勝ち取ったのです。
司改会の設立20年を記念して2015年に作られた映像『司改二十』の中で徐自強さんは、「20年
間諦めることなく闘い続けたからこそ、司改会は台湾の司法を変え、私の人生を変えることがで
きたのです」と述べています。

冤罪被害者の話に耳を傾け冤罪について考える：徐自強さんの場合
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